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　「
災
害
が
起
き
た
と
き
に
一
番
大

切
な
の
は
、自
分
の
身
を
自
分
で
守

る
こ
と
」と
話
す
の
は
、推
進
員
の

小
久
保
さ
ん
。「
一
回
作
っ
た
ら
、誰

で
も
簡
単
に
作
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
よ
」と
話
す
の
は
、推
進
員
の

加
子
さ
ん
。「
講
習
会
で
学
ん
だ
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
さ
ん
が
地
域
で
広
め

て
く
れ
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、推

進
員
の
杉
浦
さ
ん
で
す
。

　
平
成
　
年
７
月
に
、防
災
ず
き

ん
作
り
の
推
進
員
に
よ
る
講
習
会

が
行
わ
れ
て
以
降
、市
内
各
地
で
防

災
ず
き
ん
作
り
の
講
習
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
田
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、「
地
域
と
連
携
」を
合

言
葉
に
、小
学
生
の
登
下
校
に
付
き
添
う
見
守
り
隊
を
は
じ

め
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。中
で
も
今
回
は
、

平
成 

年
に
結
成
さ
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
が
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
る
、防
災
ず
き
ん
の
普
及
活
動
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
女
性
部
が
結
成
さ
れ
た
際
に
、役
員
の
皆
さ
ん
が
自

分
た
ち
に
も
地
域
の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
思
い
つ
い
た
の
が
、防
災
ず
き
ん
の
普
及
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

防
災
ず
き
ん
普
及
活
動

　
平
成
　
年
度
に
は
、防
災
ず
き
ん
作
り
の
指
導
者
育
成
に

取
り
組
ん
で
き
た
推
進
員
の
皆
さ
ん
。本
年
度
か
ら
は
、一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
を
訪
問
す
る「
ゆ
う
あ
い
訪
問
」で
防
災

ず
き
ん
を
配
布
す
る
な
ど
、一人
に一つ
の
普
及
を
目
指
し
て
頑

張
り
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、防
災
ず
き
ん
作
り
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
広
報
た
は
ら
に
は
、「
広
報
た

は
ら
ク
イ
ズ
」の
答
え
と一緒
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
や
ご
質
問

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。今
回
は
、市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
と
ご
質
問
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
市
役
所
の
組
織
が
変
わ
っ
た

の
で
、変
更
に
な
っ
た
窓
口
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
１
日
か
ら
、グ
ル
ー
プ
制

度
の
導
入
な
ど
に
よ
り
市
の
組

織
・
機
構
が
大
幅
に
変
わ
り
ま

し
た
。詳
し
く
は
、広
報
た
は
ら

４
月
１
日
号
の
８
頁
か
ら
　
頁

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
市
役

所
に
お
越
し
の
際
は
、お
近
く

の
職
員
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

「
広
げ
よ
う
！
防
災
の
輪
」〜
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
の
取
り
組
み
〜

▲老人会の研修会だけでなく、地域の防災リーダーなどの研修会で
　も、防災ずきん作りが行われました

▲防災ずきん作り推進員の、女性部部長・加子八重子さん（写
　真中：加治町）、女性部副部長・小久保恵子さん（写真左：和地
　町）、同・杉浦すみ子さん（写真右：赤羽根町）

▲防災ずきんの中には、災害が発生したときに役立
　つものが満載。すぐに使えるように、ふえは中に入
　れずに外に出すなど、推進員の皆さんでアイデアを
　出し合い、実用的に改良しているそうです

20

19

20

　
定
額
給
付
金
の
給
付
に
合
わ

せ
た
、お
得
な
商
品
券
な
ど
の

発
売
は
あ
り
ま
す
か
？

　
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
、

給
付
金
は
ぜ
ひ
地
元
で
お
使
い

く
だ
さ
い
。商
工
会
に
よ
る
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券（
１
万
円
で

千
円
分
お
得
）の
発
売
が
４
月

　
日
か
ら
始
ま
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、　
日
の
新
聞
折
込

チ
ラ
シ
か
各
商
工
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　
地
元
産
の
食
材
を
使
っ
た
レ

シ
ピ
を
載
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
我
が
家
の
自
慢
の
一
品
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
投

稿
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
に
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
、ご
意
見
や
ご
要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１
ー
３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所
広
報
た
は
ら

▼
田
原
市
商
工
会
　
　
局
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６
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▼
田
原
市
商
工
会
赤
羽
根
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
局
２
０
０
０

▼
渥
美
商
工
会
　
　
局
０
４
４
１

地
域
へ
広
が
る
防
災
の
輪

●防災ずきんの材料
・ バスタオル　 …１枚
・ 手ぬぐい　　 …１本
・ タオル　　　 …２枚
・ 靴下　　　　…１足
・ 軍手　　　　…１組
・ ストッキング　…１足
・ 洗濯用ネット　…１枚

・ ビニール袋　…１枚
・ 安全ピン　　 …２個
・ 尿取りパット　…２枚
・ ふえ　　　　…１個
・ マスク　　　 …１枚
・ 連絡用メモ　 …１枚
・ しつけ糸　　 …適宜

●防災ずきん作りについてのお問い合わせは
　田原市社会福祉協議会
　（老人クラブ担当）
　　２３局0610　 ２３局3970

「市民の声」紹介
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▲田原市老人クラブ連合会
   会長の三浦康さん

一
人
に
一つ
の
普
及
を
目
指
し
て

　

　

防
災
ず
き
ん
と
は
、災

害
が
発
生
し
た
と
き
に
、頭

部
を
保
護
す
る
た
め
の
簡
易
防

具
で
す
。昔
の
防
空
ず
き
ん
を
も

と
に
し
て
、中
に
防
災
グ
ッ
ズ
を

入
れ
る
な
ど
、よ
り
機
能
的

に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
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校区の特色

　中山校区は田原市の西北部に位
置し、広大な農地と海岸を持ち、中
山地区と小中山地区の大きな２つ
の自治組織で成り立っています。
　主産業は農業と漁業で、どちら
も時代と共に進化してきました
が、現在、それぞれに問題を抱えて
います。それでも、全国的に見れば
後継者の多い地域であると思われ
ます。豊川用水の通水と、比較的平
坦な土地に恵まれ、農地は雨上が
りでもすぐ仕事ができる畑で、年
間を通じキャベツ栽培と施設園芸
が盛んです。また、漁業が専業で生
計を立てている世帯も多くを数え
ます。若者は通勤者が中心となっ
ています。
　緑に恵まれた自然環境の中で、
スポーツやふれあい活動を進めて
います。

中山西
せ い

湖
こ

院
い ん

の伊
い

左
ざ

久
きゅう

衛
え

　徳川五代将軍綱吉の時の天和元
年、飢

き

饉
きん

に苦しむ村を救わんと、庄
屋伊

い

左
ざ

衛
え

門
もん

と久
きゅうえもん

衛門が領主に願い

出たがかなわず、ついに公
こう

儀
ぎ

へ訴
そ

願
がん

。翌年、両名は直
じき

訴
そ

の罪で獄
ごく

死
し

し
ます。しかし、１３０年後の文化10
年には、村に害虫が大発生し大恐
慌が起こったため、翌年から両名
の霊を地主神と崇

あが

め、毎年２月と
７月に村を挙げて盛大に『虫祭り
供養』を営んでいます。

てんぱっこクラブ

　『てんぱっこクラブ』とは、私た
ちの校区２つの町（中山・小中山）
の子どもに関するボランティア団
体です。校区単位での活動は不慣
れで戸惑いもありますが、学校単
位で友達と一緒に参加できる子ど
もたちの笑顔、協力しあう両町の
大人たちの姿を見ることができま
す。我が町愛も必要ですが、視野の
広い大人に育ってほしいと願う私
たちにとって、校区の自慢できる
団体にしたいと思います。

桜まつり［小中山児童公園］

　毎年満開の桜の下で行われる
「桜まつり」。ライトアップもあり
夜桜を楽しむこともできます。公
園付近には陸軍の施設跡（射場、油
脂車庫、気象観測兼展望場・射場の
門柱）が残っており、当時を垣間見
ることができます。また、地域の人
に親しまれてきた田

た

戸
ど

神社も隣接
しており、春の日に散歩しがてら、
歩いてみるのもいいかも…。

小中山の奇祭“かあか”

　秋祭りの宵、地区の諸社で“かあ
か”があります。主役は男児で、参
道に列座し、板を打ち鳴らし「お白
餅食いたいカァーカァ」と叫びま
す。参拝者は用意したお白餅を供
えて回り、氏神や区内の各社を巡
拝します。

（文：中山校区）

●

校
区
自
己
紹
介
⑨

基 礎 デ ー タ

●福江漁港の正月風景

【人口】 5,057人（H21.2.28現在）

【世帯】 1,398世帯（H21.2.28現在）

【面積】 約1,370ha

【公共施設】 中山保育園・小中山保育園・中山小学校

【史跡】 藤原古墳群・旧陸軍伊良湖試砲場跡

【主な産業】 農業・漁業

●虫祭り供養

●キックドッヂ大会

●かあかまつり

●桜まつり
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地域に支えられた

教育へ

　　地域のすばらしさを味わう （童浦小学校）

　平成20年度で11回目を迎えた『笠山だでのんまつり』。
11月15日の午前中は、童浦小学校で地域の方を講師に、
子どもたちは11種の体験講座に取り組みました。「お手
玉」「おはじき」「けん玉」など昔の遊び体験や「凧作り」

「しめ縄作り」「勾
ま が た ま

玉作り」など多彩な内容でした。午後は
笠山で「だでのんギネス」や「野

の だ て

点」に取り組みました。
　まつり会場では、地域の方々に用意していただいた
豚汁やだんご、焼き芋などが振る舞われ、うれしそう
な子どもたちの笑顔があふれました。子どもたちから
は「地域やＰＴＡの方々のおかげで、とても楽しい一
日を過ごすことができました。中学生になっても、絶
対に『笠山だでのんまつり』のことは忘れません」など
の感想が寄せられ、楽しかった様子が伝わってきまし
た。

　　地域の子どもは地域で守ろう！ （衣笠小学校）

　衣笠小学校区では、２年前から「子ども見守り運動」
が始まりました。『地域の子どもは地域で守ろう』と、
老人会のメンバーが主体となって「子ども見守り隊」
が結成されました。現在では、64名のメンバーが、毎朝
の登校や低・中学年の下校に付き添うなどの活動を行
っています。見守り隊の方々がおそろいのベストを着
て付き添うため、不審者が近寄りにくいようです。実
際に、見守り隊の方が付き添っているときには不審者
は出ておらず、子どもたちは毎日安全に登下校してい
ます。
　また見守り隊の方からは、「子どもたちと気軽にあ
いさつできるようになった」「子どもたちと一緒に歩
くことで、体も心も元気になった」という声をいただ
いています。この活動を通して、子どもたちと老人会
の方々とのふれあいも深まっているそうです。 

　市内の学校では、地域の環境や文化を生かし、地域の方々
の協力を得て、特色ある教育活動を行っています。今回は、
地域と連携した取り組みをご紹介します。 ●学校教育課２３局３６７９

▲

体験講座「凧作り」

▲

だでのんギネス「大声大会」

▲

見守り隊の皆さんと一緒に下校

▲

だでのんギネスの種目には、大声大会、こま回し、紙飛行機
　とばしなどがあります

│ 5 │　　　　　　　　　　平成 21年４月15日
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

市
内
で
３
番
目
と
な
る﹁
道
の
駅
﹂あ
か
ば
ね
ロ

コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、赤
羽
根
漁
港
で
揚
が

っ
た
海
産
物
や
地
元
の
野
菜
な
ど
を
販
売
す
る
コ

ー
ナ
ー
が
好
評
で
、多
く
の
市
民
や
観
光
客
ら
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

地
域
の
魅
力
も
発
信

表
浜
の﹁
道
の
駅
﹂

３
月
26
日［
木
］

▲鈴木克幸市長（左から４人目）らによるテープカット

　

は
な
と
き
通
り
で
は
、４
月
25
日（
土
）の﹁
春
の

は
な
と
き
フ
ェ
ス
タ
﹂の
開
催
に
向
け
て
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。当
日
は
、商
店
街
各
店
で
の
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
夜
店
、大

ビ
ン
ゴ
大
会
、も
ち
投
げ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
田
原
旭
町
通
り
商
店
街
協
同
組
合　

☎
22
局
０
２
４
８（
樅
山
）

▲開催時間は午後４時から８時まで。雨天の場合は翌日に延期

▲鈴木克幸市長（左から４人目）らによるテープカット

▲開催時間は午後４時から８時まで。雨天の場合は翌日に延期

は
な
と
き
フ
ェ
ス
タ

み
ん
な
お
い
で
よ
！

４
月
７
日［
火
］

　

満
開
の
桜
の
も
と
、田
原
福
祉
専
門
学
校
の
入

学
式
が
行
わ
れ
、32
名
が
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
２
年
間
で
、介
護
福
祉
士
の

国
家
資
格
取
得
を
目
指
す
新
入
生
の
皆
さ
ん
。市

外
か
ら
の
新
入
生
も
多
く
、田
原
で
の
思
い
出
も

た
く
さ
ん
得
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

▲緊張しながらも力強く誓いの言葉を述べる清田知里さん（右）

支
え
合
い
の
心

学
び
ま
す
！

４
月
２
日［
木
］

平成 21年４月15日   　  　　　　　　　　│ 6 │
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ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、５
月
11
日
（
月
）

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て　

▼
そ
の
他
＝
無
報
酬
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp

　

高
齢
者
や
障
害
者
が
住
み
な
れ
た
地
域

や
家
庭
に
お
い
て
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、
家
庭
介

内
容
＝
①
企
画
立
案
・
情
報
提
供
・
取
材

協
力
・
記
事
作
成
②
広
報
活
動
な
ど
へ
の

意
見　

▼
任
期
＝
平
成
22
年
３
月
31
日　

▼
謝
礼
＝
１
万
円
（
年
額
）　

▼
応
募
方

法
＝
５
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
、
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
直
接
持
参
ま

た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

※
詳
し
く
は
広
報
た
は
ら
４
月
１
日
号
ま
た
は

　

田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
広
報
秘
書
課

☎
22
局
０
１
３
８　

23
局
１
６
９
１

　

koho@
city.tahara.aichi.jp

　http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
市
民
・
団
体
・
事
業
者
・
市
が
そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す

る
懇
話
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
５
名
以
内
（
応
募
多
数
の

場
合
は
市
の
選
考
に
よ
り
決
定
）　

▼
対

象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
で
活
動
し

て
い
る
団
体
に
所
属
し
、
田
原
市
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
意
欲
の

あ
る
方　

▼
任
期
＝
平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で　

▼
申
し
込
み
＝
市
民
協
働
課

で
配
布
す
る
申
込
書
（
田
原
市
ホ
ー
ム

護
の
た
め
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
介
護
・
福
祉
に
関
心
が

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
開
催
日
時
・
内
容
＝

表
の
と
お
り　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
定
員
＝
35

名
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
し

込
み
＝
５
月
１
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
２
１
７　

23
局
３
５
４
５

▼
募
集
人
員
＝
７
名
以
内　

▼
応
募
資
格

＝
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方　

▼
活
動

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
委
員

家
庭
介
護
の
た
め
の
ハ
ー
ト
フ
ル

ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー

日時 内容

1
５月11日（月）

13:30～15:45
食生活から介護予防を考える（講義）
講師 ▼平井 恵子さん（管理栄養士）

2
６月８日（月）

13:30～15:30
食事時の窒息・誤

ご え ん

嚥を防ぐために（講義）
講師 ▼廣瀬 玲子さん（看護師）

3
７月13日（月）

13:30～15:30
家庭内事故を防ぐために（講義）
講師 ▼板部 美紀子さん（看護師）

4
８月３日（月）

13:30～15:45

高齢者が薬・健康食品と上手に付き合う
ために（講義）
講師 ▼坂本 るり子さん（薬剤師）

■家庭介護のためのハートフルケアセミナー

◉田原市水道ビジョン案について
募集期間 ▼５月１日（金）～６月１日（月）

　効率的な経営のもとに、安全・安心な水の供給確保だけで
なく、災害時にも安定的に給水するための基本的な方向を
示した「田原市水道ビジョン」を策定します。
担当課 ▼水道課　☎23局3532　　22局3184　　
　　 　　　suido@city.tahara.aichi.jp

□意見提出方法
❶公表場所へ持参　❷郵便　❸ＦＡＸ　❹Eメール
住所・氏名・電話番号を明記のうえ、意見を提出してくださ
い。（個々の意見には直接回答いたしません。）

□計画案の公表場所
市役所水道課、渥美支所市民生活課、赤羽根市民センター、
中央図書館、市ホームページ（http://www.city.tahara.aichi.jp）

パブリックコメント手続制度に基づき、
以下の案件について意見を募集します。

◉田原市水道ビジョン案について

パブリックコメント手続制度に基づき、
以下の案件について意見を募集します。パブリックコメント　意見募集！
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﹁
旬
の
食
材
を
旬
の
季
節
に
﹂
を
テ
ー
マ

に
、
地
元
で
生
産
さ
れ
る
お
い
し
い
旬
の

食
材
を
使
っ
て
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
ア
ン
チ
ョ

ビ
の
パ
ス
タ
や
春
野
菜
の
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ

ダ
ー
、
甘
夏
ゼ
リ
ー
な
ど
を
作
り
ま
す
。

▼
対
象
＝
豊
橋
市
ま
た
は
田
原
市
に
お
住

ま
い
の
方　

▼
日
時
＝
①
５
月
19
日（
火
）

②
５
月
20
日
（
水
）
い
ず
れ
も
午
前
10
時

30
分
～
午
後
１
時　

▼
場
所
＝
①
ラ
イ
フ

ポ
ー
ト
と
よ
は
し
（
豊
橋
市
神
野
ふ
頭
）

②
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
定
員
＝
各
20

名
（
抽
選
／
結
果
は
後
日
通
知
）
▼
参
加

料
＝
１
０
０
０
円
（
資
料
・
材
料
費
含

む
）　

▼
申
し
込
み
＝
い
ず
れ
も
４
月
30

日
（
木
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
）　

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
役
所
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

nosei@
city.toyohashi.lg.jp

　

県
の
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
対
象
と
な

る
畜
産
事
業
者
は
悪
臭
関
係
工
場
等
の
届

け
出
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
４

月
30
日（
木
）ま
で
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
対
象
事
業
所
に
は
通
知
と

届
出
書
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
届
い

て
い
な
い
場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❖
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
所

①
豚
房
の
総
面
積
が
50
㎡
以
上

②
牛
房
な
ど
の
総
面
積
が
２
０
０
㎡
以
上

③
鶏
を
３
０
０
０
羽
以
上
飼
育

④
う
ず
ら
を
２
万
羽
以
上
飼
育

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

５
月
12
日
の
﹁
海
上
保
安
の
日
﹂
に
伴

い
、
海
上
保
安
庁
の
役
割
と
活
動
を
よ
り

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
施
設
を
一

般
公
開
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
５
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

▼
場
所
＝
第
四
管
区
海
上
保

安
本
部　

伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

（
伊
良
湖
町
）　

▼
内
容
＝
海
上
保
安
業
務

説
明
、
屋
上
開
放
、
制
服
の
試
着
、
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
成
、
管
制
室
レ
ー
ダ
ー

見
学
な
ど　

▼
見
学
料
＝
無
料　

▼
そ
の

他
＝
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
第
四
管
区
海
上
保
安
本
部　

伊
勢
湾
海

上
交
通
セ
ン
タ
ー

☎
34
局
２
７
０
０　

34
局
２
７
０
４

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
３
月
６
日
、
福
江
中
学
校
平
成
20
年
度

卒
業
生
一
同
様
か
ら
、
福
江
中
学
校
の
学

校
行
事
充
実
の
た
め
テ
ン
ト
１
張
。

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
２
月
26
日
、中
嶋
耕
司
様
（
名
古
屋
市
）

か
ら
金
10
万
円
。

▼
３
月
９
日
、
田
村
周
造
様
（
東
京
都
）

か
ら
金
10
万
円
。

▼
３
月
19
日
、
田
村
節
子
様
（
東
京
都
）

か
ら
金
10
万
円
。

 

5/17　　　トヨタ自動車ギターマンドリンクラブ
　　　「ジャックと豆の木」コンサート
マンドリン演奏と音楽劇「ジャックと豆の木」をお
楽しみください。

▼日　時　5月１７日（日）午後２時開演

▼場　所　田原文化会館文化ホール

▼入場料　５００円（３歳以上、３歳未満のお子さん
　　　　　は席が必要な場合は有料）

▼チケット　市内文化会館ほかで販売中

▼賛　助　田原混声合唱団

▼託　児　５月７日（木）までに生涯学習課へお申し
　　　　　込みください。（先着10名）

▼問合先　田原市楽友協会（金子）☎２３局２６８３
　　　　　実行委員会（酒井）　（０９０）８５５２局５５９４
　　◦生涯学習課☎23局３５３１　
◦田原文化会館☎22局６０６１
◦赤羽根文化会館☎45局３９３９
◦渥美文化会館☎33局１０００　

主催：田原市楽友協会
後援：田原市教育委員会・田原市文化協会

定額給付金の給付が始まります。定額給
付金は、地域経済活性化のため市内でご
利用ください。

文化ホール支援事業

日

地
産
地
消
の
お
料
理
教
室

～
春
野
菜
で
し
あ
わ
せ
ラ
ン
チ
～
参
加
者

畜
産
事
業
を
営
む
方
は

﹁
悪
臭
関
係
工
場
等
の
届
け
出
﹂を

伊
勢
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
の

施
設
を
一
般
公
開
し
ま
す

Hello
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◉
田
原
市
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
等

　
補
助
金
制
度
の
ご
紹
介

　

太
陽
光
発
電
な
ど
の
環
境
に
や
さ
し
い
施

設
の
設
置
や
低
公
害
車
の
購
入
に
は
、補
助
金

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

補
助
額
や
申
請
方
法
な
ど
が
平
成
20
年
度

と
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　　

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
７
９
人
・
事
業
所
３
か
所（
３
月
末
現

在
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

補助施設等 補助額 申請時期 他の補助

太陽光発電
（住宅用・事業所）

上限32万円
（８万円／ｋW）

工事着手前
（2週間程度前）

国
（住宅用）

高効率給湯器 １施設３万円 設置工事支払完了後
30 日以内 国

低公害車
（個人・事業用） 上限５万円 新車登録支払完了後

30 日以内
国・県

（事業用）

今
月
の
エ
コ
ラ
イ
フ
標
語

守
ら
な
き
ゃ

自
然
が
ひ
め
い
を　

あ
げ
て
い
る

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

36

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

　

有
害
ご
み
と
聞
く
と
危
険
で
処
理
が
難
し
い
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
実
は
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

有
害
ご
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

有
害
ご
み
っ
て
？

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
１
８
０

 

有
害
ご
み
の

再
利
用
に
つ
い
て

有
害
ご
み
の
出
し
方

有
害
ご
み
も
大
切
な
資
源
で
す
。出
し
方

を
参
考
に
、専
用
の
コ
ン
テ
ナ
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。

蛍
光
管
や
乾
電
池
な
ど
、中
に
有
害
な
物

質
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
言
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、水
銀
を
使
用
し
た
体
温

計
や
鏡
な
ど
が

該
当
し
ま
す
。

●
蛍
光
管（
直
管
、丸
形
、ボ
ー
ル
形
）

　

箱
な
ど
か
ら
出
し
て
、割
れ
な
い
よ
う

　

に
気
を
つ
け
て
コ
ン
テ
ナ
へ
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

※
電
球
や
割
れ
た
蛍
光
管
は
、も
や
せ
な

　
　

い
ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

●
乾
電
池（
マ
ン
ガ
ン
、ア
ル
カ
リ
）

　

体
温
計
、鏡

　

直
接
コ
ン
テ
ナ
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
充
電
池
、ボ
タ
ン
電
池
は
家
電
販
売
店

　
　

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ラ
ス

断
熱
材

ガ
ラ
ス
製
品

 

ア
ル
ミ
口
金

ア
ル
ミ

水
銀

水
銀
試
薬

蛍
光
灯
の
材
料

亜
鉛

マ
ン
ガ
ン

ブ
ラ
ウ
ン
管

の
部
品

亜
鉛
地
金

 

 

鉄

鉄
筋
な
ど

炭
素
棒

燃
料

 

蛍光管乾電池

❖
太
陽
光
発
電
施
設

　

作
ら
れ
た
電
気
は
ご
家
庭
で
利
用

し
、余
っ
た
場
合
は
電
力
会
社
に
売
電

で
き
ま
す
。設
置
費
用
は
kW
あ
た
り
平

均
約
60
～
80
万
円
で
す
。

❖
高
効
率
給
湯
器

　

次
の
機
器
が
対
象
で
す
。

◦
エ
コ
キ
ュ
ー
ト

（
電
気
で
お
湯
を
沸
か
す
）

◦
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ

（
ガ
ス
を
効
率
的
に
使
う
）

◦
エ
コ
ウ
ィ
ル

（
給
湯
と
発
電
を
同
時
に
行
う
）

◦
エ
コ
フ
ィ
ー
ル

（
石
油
を
効
率
的
に
使
う
）

❖
低
公
害
車

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
や
電
気
自
動

車
、天
然
ガ
ス
自
動
車
、メ
タ
ノ
ー
ル
車

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■平成21年度エコエネルギー導入等補助金制度

市税などの滞納がある場合は、補助金を受けることができません。平
成21年度中に設置や購入が完了するものが対象となります。申請
は、本人または家族の方が直接提出してください。予算がなくなり次
第、受付を終了させていただきます。
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「
D
M
A
T
」っ
て
な
に
？

47

防
災
ま
め
知
識

　

大
地
震
や
列
車
・
航
空
機
事
故
と

い
っ
た
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と

き
、
被
災
地
に
迅
速
に
駆
け
つ
け
、
救

急
治
療
を
行
う
た
め
の
専
門
的
な
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
災
害
派
遣
医
療

チ
ー
ム
で
す
。﹁D

デ
ィ
ザ
ス
タ
ー

isaster M

メ
デ
ィ
カ
ル

edical 
A

ア

シ

ス

タ

ン

ス

ssistance T

チ

ー

ム

eam

﹂
の
頭
文
字
を
と

り
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

１
チ
ー
ム
は
、
医
師
１
人
と
看
護
師

２
人
、
業
務
調
整
を
行
う
事
務
員
な
ど

２
人
の
合
計
５
人
を
基
本
と
し
て
構
成

さ
れ
ま
す
。
救
急
救
命
士
が
メ
ン
バ
ー

に
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▪
活
動
内
容　

▲

災
害
現
場
で
の
ト

※

リ
ア
ー
ジ
、
応
急
処
置

▲

被
災
地
内
で
の
医
療
情
報
収
集
と
伝
達

▲

被
災
地
内
の
病
院
に
お
け
る
診
療
の
支
援

▲

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
救
急
車
な
ど
で
搬
送

中
の
患
者
の
監
視
、
必
要
な
処
置 

な
ど

皆
さ
ん
は
﹁
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
﹂
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

﹁
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
﹂

と
読
む
こ
の
言
葉
、
災
害
時
の
ニ
ュ
ー
ス
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
で
目
に
し
た

方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
﹁
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
﹂
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
多
く
の
命
を
助
け
る
た
め
に

　

自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
事
故
な
ど
大

き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
一
度
に
多

く
の
傷
病
者
が
発
生
す
る
と
、
被
災
地
の

医
療
機
関
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
場

合
が
想
定
さ
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
と
き
、

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
被
災
地
に
速
や
か
に
向
か
い

ま
す
。
緊
急
治
療
や
病
院
支
援
の
ほ
か
、

対
応
困
難
な
重
症
者
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な

ど
で
搬
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
処
置
や
治

療
を
効
率
的
、
効
果
的
に
行
い
ま
す
。
こ

う
す
る
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
命
を
助
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

［開催期間］
４月１５日（水）～平成２２年２月２８日（日）
［参加資格］
田原市または設楽町にお住まい・お勤め・在学の方

［応募方法］
田原市の方は、設楽町のスタンプを
３つ集めるか、設楽町のスタンプ２つ
と田原市のスタンプ１つを集め、必要
事項を記入のうえご応募ください。

［応募先］
田原市役所または設楽町
津具総合支所

［賞品］
国内旅行券（１本）、グリーンメッセージ１万円分ペア宿
泊券（４本）、設楽特産品（４０本）など全部で１０５本

［お問い合わせ］
政策推進課☎２３局３５０７
設楽町津具総合支所管理課☎（０５３６）８３局２３０１
※詳しくは、市役所、渥美支所、赤羽根市民センター、
各ラリースポットにある応募用紙またはホームページ
（http://www.city.tahara.aichi.jp）をご覧ください。

平成２年に姉妹提携し、交流を続けている田原市と設楽町では、今年度もスタンプラリーを開催します。応募用
紙に指定のスタンプを押して応募すると、抽選で賞品が当たります。スタンプラリーに参加し、設楽町の山の自
然を満喫してみてはいかがですか。

田原市・設楽町　交流スタンプラリー

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

◉市内で応募用紙を配布しているラリースポット
「道の駅」田原めっくんはうす、シェルマよしご、蔵王山展望台、サンテパルクたはら、赤羽根文化

広場、「道の駅」あかばねロコステーション、渥美文化会館、「道の駅」伊良湖クリスタルポルト

※
ト
リ
ア
ー
ジ
…
災
害
や
大
き
な
事
故
な
ど
で
た
く

さ
ん
の
傷
病
者
が
同
時
に
発
生
し
た
と
き
、
病
気

や
け
が
の
緊
急
度
や
重
症
度
を
判
定
し
、
治
療
の

優
先
順
位
を
決
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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N
o.640 平

成
21

年
４

月１
5

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

田
原
市
で
は
、
御ご

て
ん
や
ま

殿
山
に
あ
る
セ
メ
ン

ト
を
焼
い
た
窯
の
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
測
量
と
周
囲
の
地
盤
状

況
を
調
査
し
ま
し
た
が
、
測
量
結
果
と
現
地
で

の
観
察
で
は
、
次
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

❶
同
じ
規
模
の
窯
２
基
（
西
側
を
９
号
窯
、

東
側
を
８
号
窯
）
が
眼
鏡
の
よ
う
に
接
し

て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と

❷
窯
の
形
は
徳と
っ
く
り利
形
で
、
円
柱
形
の
セ
メ
ン

ト
を
焼
く
部
分
（
焼し
ょ
う
せ
い
し
つ

成
室
）
に
円え
ん
す
い錐
形
の

煙
突
が
あ
っ
た
こ
と

❸
内
・
外
面
と
も
に
何
度
も
補
修
さ
れ
て
使

っ
て
い
る
こ
と

❹
８
号
窯
と
９
号
窯
の
間
に
あ
る
ト
ン
ネ
ル

が
、
窯
の
後
ろ
側
ま
で
突
き
抜
け
て
い
る

こ
と

　

②
に
つ
い
て
は
、
壊
れ
て
い
る
部
分
が

大
き
く
、
正
確
な
数
値
が
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
測
量
図
か
ら
焼
成
室
部
分
は
直
径
約

５
・
８
ｍ
、
高
さ
７
・
５
ｍ
の
円
柱
状
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
完
全
に
失
わ
れ

て
い
る
円
錐
形
の
煙
突
の
高
さ
は
、
古
い

写
真
か
ら
直
径
の
１
・
５
倍
ほ
ど
で
、
煙

突
の
高
さ
は
７
・
５
ｍ
ほ
ど
に
な
る
と
推

定
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
窯

の
全
体
の
高
さ
は
15
ｍ
以
上
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
高
い
構
造
物
が
な
か
っ
た

時
代
で
は
、
ず
い
ぶ
ん
目
立
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
煙
突
の
高
さ
は
、
焼
く
温
度
に

影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
慎
重
な

研
究
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

９
号
窯
の
正
面
に
は
、
下
側
に
幅
２
ｍ

の
ト
ン
ネ
ル
状
の
セ
メ
ン
ト
取
り
出
し
口

が
見
え
ま
す
。
こ
の
正
面
だ
け
は
直
線
的

な
壁
で
、
真
っ
す
ぐ
の
面
を
作
っ
て
い
ま

す
。
外
側
の
レ
ン
ガ
は
、
窯
の
裏
面
が

イ
ギ
リ
ス
積
み
と
呼
ば
れ
る
細
長
い
面

（
長な

が
て手
）
だ
け
の
段
と
、
短
い
面
（
小こ

ぐ
ち口
）

を
交
互
に
積
む
方
法
で
積
ま
れ
て
い
ま

す
。
窯
の
正
面
は
、
オ
ラ
ン
ダ
積
み
と
呼

ば
れ
る
、
角
の
部
分
に
大
き
さ
の
違
う
レ

ン
ガ
を
使
用
し
た
変
則
的
な
積
み
方
を
し

て
い
ま
す
。
レ
ン
ガ
の
目め

じ地
は
、
ど
ち
ら

も
モ
ル
タ
ル
で
積
ま
れ
て
い
て
、
非
常
に

シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
す
。

　

徳
利
形
の
セ
メ
ン
ト
窯
は
、
全
盛
期
に

は
９
基
あ
っ
た
の
で
す
が
、
新
し
い
機

械
の
導
入
な
ど
に

よ
っ
て
昭
和
11
年

に
７
基
が
取
り
壊

さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
こ
の
２
基
だ

け
は
、
セ
メ
ン
ト

産
業
に
携
わ
っ
た

方
々
の
努
力
に
よ

り
今
日
ま
で
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

明
ら
か
に
な
る
セ
メ
ン
ト
窯か

ま

の
秘
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
①

　　

文
化
財
課
で
は
、
セ
メ
ン
ト
、
石
灰
製

造
産
業
に
か
か
わ
る
資
料
、
古
写
真
を
探

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

▲９号窯（右）と８号窯（左）の平面図

▲９号窯（右）と８号窯（左）の正面立面図

▲オランダ積み

▲イギリス積み

【
表
紙
の
写
真
】伊
川
津
の
シ
デ
コ
ブ
シ

▼
太
古
の
花
と
も
い
わ
れ
る

シ
デ
コ
ブ
シ
。市
内
に
は
、

椛な
ぐ
さ

、伊い

か

わ

づ

川
津
、黒く

ろ
が
わ河
、藤と

う
し
ち
ば
ら

七
原

な
ど
の
自
生
地
が
あ
り
、国
や
県
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
群

落
も
あ
り
ま
す
。今
日
ま
で
、こ
れ
ら

の
自
生
地
が
残
さ
れ
て
き
た
の
は
、

清
ら
か
な
水
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

こ
の
豊
か
な
自
然
を
次
世
代
に
も
残

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。（
Ｏ
）

※
セ
メ
ン
ト
窯
に
つ
い
て
は
、
広
報
た
は
ら
平
成
16

年
10
～
12
月
号
の
歴
史
探
訪
ク
ラ
ブ
で
、
３
回
に
わ

た
っ
て
掲
載
し
ま
し
た
。
広
報
た
は
ら
の
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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